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	応用
	抗原情報
	背景
	Aキナーゼアンカータンパク質（AKAP）は、構造的に多様なタンパク質群であり、プロテインキナーゼA（PKA）の調節サブユニットに結合し、ホロ酵素を細胞内の特定の場所に固定するという共通の機能を有する。この遺伝子はAKAPファミリーのメンバーをコードしている。コードされているタンパク質は、脳の様々な領域、心筋、骨格筋で高発現している。特に筋小胞体と核膜に局在し、PKAを核膜または筋小胞体に固定する役割を担っている。 [RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：RII-α結合部位は両親媒性ヘリックスを形成すると予測され、Rサブユニット二量体上の相補的な表面を介してタンパク質間相互作用に関与する可能性がある。,機能：プロテインキナーゼAのII型調節サブユニットに結合し、それらを核膜または筋小胞体に固定／標的化する。多タンパク質複合体の組み立てにおけるアダプターとして機能する可能性がある。,類似性：2つのスペクトリンリピートを含む。,細胞内局在：心筋。複数の標的シグナルの関与により、正確な細胞内標的化が可能となる。これらは、塩基性および疎水性アミノ酸が豊富な繰り返しモチーフ、パルミトイル化/ミリストイル化モチーフ、または選択的スプライス標的配列である可能性があります。,サブユニット:PKAのRIIサブユニット、ホスファターゼ2B（カルシニューリン）、AKAP79と相互作用します。,組織特異性:心筋および骨格筋で高く発現し、次いで脳で高く発現します。,
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

